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第１章 環境影響評価準備書の公告及び縦覧 

 

１．環境影響評価準備書の公告及び縦覧 

「環境影響評価法」第 16 条の規定に基づき、当社は環境の保全の見地からの意見を求めるため、

環境影響評価準備書（以下「準備書」という。）を作成した旨及びその他事項を公告し、準備書及

びその要約書を公告の日から起算して 1 月間縦覧に供した。 

 

(1) 公告の日 

平成 30 年  7 月 18 日（水） 

 

(2) 公告の方法 

① 日刊新聞紙による公告 

平成 30 年  7 月 18 日（水）付けの以下の日刊新聞紙に「公告」を掲載した。 

［ 別紙 1 参照 ］ 

・茨城新聞（朝刊）  

・福島民友（朝刊）  

・福島民報（朝刊）  

 

② 地方公共団体の公報、広報誌によるお知らせ 

以下の広報誌に「お知らせ」を掲載した。 

［ 別紙 2-1～2-6 参照 ］ 

・広報きたいばらき     7 月号（No.746）P 7 

・市報たかはぎ       7 月号（No.702）P 12 

・ひたちおおたお知らせ版  7 月 10 日号（No.579）P 1 

・広報はなわ        7 月号（No.656）P 14 

・広報やまつり       7 月号（No.688）P 22 

・広報さめがわ       7 月号（第 771 号）P 7 

 

③ インターネットによるお知らせ 

以下のホームページに「お知らせ」を掲載した。 

［ 別紙 3-1～3-4 参照 ］ 

・茨城県ホームページ 

・福島県ホームページ 

・いわき市ホームページ 

・当社ホームページ 
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(3) 縦覧場所 

自治体庁舎 12 か所及びインターネットの利用による縦覧を実施した。 

①  自治体庁舎 

・茨城県庁 3 階行政情報センター 

 （茨城県水戸市笠原町 978 番 6） 

・福島県庁西庁舎 8 階生活環境部環境共生課 

 （福島県福島市杉妻町 2-16） 

・北茨城市役所環境産業部生活環境課     

 （茨城県北茨城市磯原町磯原 1630） 

・高萩市役所企画部企画広報課 

 （茨城県高萩市本町 1-100-1） 

・常陸太田市役所市民生活部環境政策課 

 （茨城県常陸太田市金井町 3690） 

・常陸太田市里美支所里美地域振興課 

 （茨城県常陸太田市大中町 1653） 

・塙町役場まち振興課 

 （福島県東白川郡塙町大字大町三丁目 21 番地） 

・塙町公民館     

 （福島県東白川郡塙町大字塙字桜木町 80 番地） 

・矢祭町役場町民福祉課     

 （福島県東白川郡矢祭町大字東館字舘本 66） 

・いわき市本庁舎 1 階 

 （福島県いわき市平字梅本 21 番地） 

・田人ふれあい館（田人支所） 

 （福島県いわき市田人町旅人字下平石 191） 

・鮫川村役場内 

 （福島県東白川郡鮫川村大字赤坂中野字新宿 39 番地 5） 

 

②  インターネットの利用 ［ 別紙 3-4 参照 ］ 

当社ホームページに準備書の内容を掲載した。 

https://japan.invenergyllc.com/news/ibarakijunbisho 

 

(4) 縦覧期間 

平成 30 年 7 月 18 日（水）から平成 30 年 8 月 20 日（月）までとした。 

自治体庁舎は午前 9 時半から午後 5 時まで（土・日曜日、祝日を除く）とし、インターネッ

トは縦覧期間中常時アクセス可能とした。 
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(5) 縦覧者数 

縦覧者数（意見書箱への投函者数）は 3 名であった。 

（内訳）茨城県庁 3 階 行政情報センター      1 名 

福島県庁 西庁舎 8 階 生活環境部環境共生課 1 名 

北茨城市役所 環境産業部生活環境課     0 名 

高萩市役所 企画部企画広報課        1 名 

常陸太田市 役所市民生活部環境政策課    0 名 

常陸太田市 里美支所里美地域振興課     0 名 

塙町役場 まち振興課            0 名 

塙町公民館                 0 名 

矢祭町役場 町民福祉課           0 名 

いわき市本庁舎 1 階            0 名 

田人ふれあい館（田人支所）         0 名 

鮫川村役場内                0 名 
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２．環境影響評価準備書についての説明会の開催 

「環境影響評価法」第 17条の規定に基づき、準備書の記載事項を周知するための説明会を開催

した。 

 

(1) 公告の日及び公告方法 

説明会の開催公告は、準備書の縦覧等に関する公告と同時に行った。 

［ 別紙 1 参照 ］ 

 

(2) 開催日時、開催場所及び来場者数 

説明会の開催日時、開催場所及び来場者数は以下のとおりである。 

 

・開催日時：平成 30年 7月 25 日（水）19 時 00 分から 20 時 30 分まで 

・開催場所：矢塚コミュニティ消防センター（福島県東白川郡塙町大字那倉字矢塚 73-2） 

・来場者数： 39名 

 

・開催日時：平成 30年 7月 26 日（木）18 時 30 分から 20 時 00 分まで 

・開催場所：小川田園都市センター（茨城県北茨城市関本町小川 381-2） 

・来場者数：  8名 

 

・開催日時：平成 30年 7月 27 日（金）18 時 30 分から 20 時 00 分まで 

・開催場所：緑の郷コミュニティセンター（茨城県高萩市下君田 755） 

・来場者数： 17名 

 

・開催日時：平成 30年 7月 30 日（月）18 時 30 分から 20 時 00 分まで 

・開催場所：里川コミュニティセンター（茨城県常陸太田市里川町 117番地の 1） 

・来場者数： 9名 

 

・開催日時：平成 30年 7月 31 日（火）18 時 30 分から 19 時 30 分まで 

・開催場所：田人ふれあい館（田人支所）会議室 2（福島県いわき市田人町旅人字下平石 191） 

・来場者数：  3名 

 

・開催日時：平成 30年 8月  1 日（水）18 時 30 分から 19 時 45 分まで 

・開催場所：追分地区多目的集会所（福島県東白川郡矢祭町大字上関河内字馬渡戸 41-7） 

・来場者数：  6名 

 

・開催日時：平成 30年 8月  2 日（木）18 時 30 分から 19 時 45 分まで 

・開催場所：青生野集落センター（福島県東白川郡鮫川村大字青生野大犬平 39） 

・来場者数：  3名 
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３．環境影響評価準備書についての意見の把握 

「環境影響評価法」第 18 条の規定に基づき、当社は環境の保全の見地からの意見を有する者

の意見書の提出を受け付けた。 

     ［ 別紙 4～5 参照 ］ 

 

(1) 意見書の提出期間 

平成 30 年 7 月 18 日（水）から平成 30 年 9 月 3 日（月）までの間 

（縦覧期間及びその後 2 週間とし、郵便受付は当日消印有効とした。） 

 

(2) 意見書の提出方法                 

① 縦覧場所及び説明会会場に備え付けた意見書箱への投函 

② 当社への郵送による書面の提出 

 

(3) 意見書の提出状況 

意見書の提出は 4 通、意見総数は 13 件であった。 
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第２章 環境影響評価準備書について提出された環境の保全の見地からの意見の概要

とこれに対する当社の見解 

 

「環境影響評価法」第 18 条の規定に基づき、環境影響評価準備書について、環境の保全の見地

から提出された意見は 13件であった。 

 

環境影響評価準備書について提出された意見の概要と当社の見解 

 

１．全般的事項 

東京都小平市 A 氏 

No. 意見の概要 当社の見解 

1 当該事業計画は、茨城県と福島県の両県境を含む

広大な面積の山林を伐開し、新規の大規模な風力電

源開発をしようとしているものであるが、実現すれ

ば対象事業実施区域及びその周辺の植生や動植物相

に甚大な影響を及ぼす懸念があるにもかかわらず、

それらに係る事前の調査が不十分で、いまだに実状

が明らかにされているとは言えない。一部に相当数

の大径木を含む天然林の残存の可能性があるが、そ

の存否さえ不明のままであり、その実情や多くの動

植物の生息の拠り所となる大径木がどの程度実在し

ているか、また、それらが当該開発行為から回避さ

れる計画となっているか、明らかにする必要がある。 

当該事業者は、準備書段階になって、計画してい

た風力発電機の単機の発電出力を唐突に最大

4200kW規模に引き上げたが、それにより想定される

環境影響がどの程度変化するのか変化しないのか、

全く具体的に明らかとしていない。どうも当該事業

者側はほとんど変わることがないと主張しているよ

うだが、どうしてそういうことになるのか、出力制

限との関わりも含めて、誰でも分かるように丁寧に

説明を追加するべきである。 

また、当該事業者は、土の切盛りをバランスさせ

ることにより残土を発生させないとしているが、表

層土壌の植物等の残骸が複雑に残っている部分につ

いても支障なく転圧等が十分に加えられ再利用でき

るとは考えられない。この点について、土の再利用

計画の再検討をし、環境影響評価書においてその検

討結果と対策を明らかにすることを求める。 

本事業の計画に当たっては、準備書 p.1076～1079

に記載のとおり 2,000kW風力発電機を 30基とする計

画（A案）から 4,200kW風力発電機を 19基とする計

画（B 案）に変更を行うことで、騒音に係る影響や

土工量及び改変面積の低減を図っております。また、

調査、予測及び評価の手法は「発電所アセスの手引

き」を参考に実施するとともに、準備書 p.375～379

に記載のとおり、適宜、専門家等からの意見聴取を

実施しており、調査は適切に行われていると考えま

す。なお、発電総出力としては 60,000kWを超えない

ように出力抑制いたしますが、予測にあたっては、

すべての風力発電機が 4,200kW の定格出力した時を

対象としており、安全側での評価結果となっており

ます。 

大径木については、環境省の現存植生図からは、

自然林が残る地域とされていますが、準備書 p.882～

884に記載のとおり、現地調査の結果からほとんどの

樹林地が二次林や植林地に置き換わっていることが

解っております。 

なお、発生土の再利用計画については詳細を再検

討し、環境影響評価書において検討結果及び対策を

明らかにいたします。  

 

２．工事計画等 

茨城県高萩市 B氏 

No. 意見の概要 当社の見解 

1 P2.「本事業を計画している茨城県・・・」という

表現は、理解できない。 

本事業についてはまだ環境影響評価手続き中で

あることから、「本事業を計画している茨城県・・・」

と記載しております。 

2 要約書では、工事にかかる道路を含めた計画区域の

木材伐採の量が見えない。この伐採によって、（ア）

水量への影響はないか、（イ）水を山が貯える能力へ

の影響はないかを心配している。 

本事業における木材伐採の量については、要約書

p.53に記載のとおりです。 

なお、風力発電所の開発は、一カ所で大規模に面

的に開発するようなものではなく、風車ヤード及び

風車ヤード間の道路を造成するもので限定的なも

のとなります。本事業においては、開発面積は 49.3ha

（≒伐採面積）を計画しており、対象事業実施区域

の面積約 926ha の約 5%程度であり、周辺の水源涵

養能力、治水能力に影響を与えるものではないと考

えておりますが、詳細は国有林、保安林の許可申請

において協議いたします。 
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３．動物・植物・生態系 

神奈川県川崎市 C氏 

No. 意見の概要 当社の見解 

1 コウモリ類の保全措置として、フェザーリングを行う

ことは大変評価される。 

ご意見ありがとうございます。 

2 コウモリ類の保全措置として、「カットイン風速

（3m/s）以下」のフェザーリングだけでは足りない。

なぜならバットストライクは風速 3m/s 以上でも生じ

ているからだ。よって、「カットイン風速を上げるこ

と」は必須である。 

カットイン風速の設定については、事業性の面、

コウモリ類の保全の面で、両極の関係と考えており

ます。今後も新たな知見の収集に努め、保全措置を

検討しコウモリ類への影響をできる限り低減いた

します。 

3 風速とコウモリの活動量の相関を示すこと。 

本事業は風力発電事業だが、本準備書で「風速とコウ

モリの活動量の相関」を一切考察しない合理的理由を

述べよ。 

音声モニタリング調査は、方法書においては記載

のなかった項目となりますが、補足的に追加調査を

実施し、データの収集を行っております。一年間の

データが揃いましたので、風速との相関について、

評価書において考察いたします。 

4 P1085事業者は、コウモリ類の保全措置としてカット

イン風速以下の風速時にのみ保全措置（フェザーリン

グ）を行うという。P40をみると風力発電機のカット

イン風速は 3m/s とある。つまり、本事業においてコ

ウモリ類の保全措置の閾値（コウモリ類保全にとって

最も重要な論点）は「3m/s」ということだが、事業者

が閾値を「3m/s」と決定した科学的根拠を述べないか

ぎり、それは事業者の「主観」に過ぎない。 

コウモリ類の保全措置の閾値は、事業者が恣意的（主

観的）に決めるべき値ではない。なぜなら、仮に保全

措置を「主観で決めることが可能」、とすれば、アセ

ス手続きにおいて科学的な調査や予測など一切行う

必要がないからだ。本準備書に解析結果が記載してい

ない（あるいは恣意的に隠している）ので分からない

が、他事業の結果より類推すると、対象事業実施区域

のコウモリ類が「3m/s よりも速い風速」で活動して

いる可能性は高いはずだ。 

事業者が「適切な保全措置」を実施するならば、科学

的根拠、つまり「音声モニタリング調査の結果」を踏

まえ、専門家との協議により「保全措置の閾値」を決

めるべきではないのか。 

現状のカットイン風速の設定は 3m/s となってお

ります。ただ、それ以上の風速でもコウモリ類が飛

翔していることは把握しております。今後は、補足

的に実施した追加調査で得られたデータの解析を

行い、出現頻度の多い時期や時間帯、風速毎の出現

頻度等を整理し、専門家の助言を踏まえて保全措置

を検討いたします。 

5 ・コウモリ類の事後調査について 

事業者は、最新の科学的知見に従い、コウモリ類の

保全措置を安全側で実施し、「その上で」科学的か

つ透明性の高い事後調査を実施すること。 

コウモリの事後調査は、「コウモリの活動量」、「気

象条件」、「死亡数」を調べること。コウモリの活動

量と気象条件は、死亡の原因を分析する上で必須で

ある。「コウモリの活動量」を調べるため、ナセル

に自動録音バットディテクターを設置し、日没 1

時間前から日の出 1 時間後まで毎日自動録音を行

い、同時に風速と天候も記録すること。 

事後調査となる死骸探索調査については、最新の

科学的知見や有識者の助言を参考にしながら、事後

調査方法について検討いたします。 

6 ・コウモリ類の死骸探索調査について 

コウモリ類の死骸は小さいため、カラスや中型哺乳

類などにより持ち去られて短時間で消失してしま

う。コウモリについては最低でも月 4回以上の死骸

探索を行うべきだ。月 1~2 回程度の頻度では、コ

ウモリの事後調査として「不適切」である。 

事後調査となる死骸探索調査については、最新の

科学的知見や有識者の助言を参考にしながら、毎月

の回数について検討いたします。 
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No. 意見の概要 当社の見解 

7 ・コウモリ類の死骸探索調査について 

前述の意見について事業者は「生物調査員による事後

調査は月に 2回とし、あと 2回は定期点検のついでに

おこなう」などと回答するかもしれないが、定期点検

をする者と生物調査員とではコウモリ類の死骸発見

率が全く異なることが予想される。なぜならコウモリ

類の死骸は小さく、その死骸の探索は、「定期点検の

ついで」に行えるような単純な作業ではないからだ。

コウモリ類の死骸探索調査は、「徹底的」に踏査を行

うことから、優れた観察力と集中力が必要とされる極

めて過酷、かつ、専門性の高い調査である。よって、

コウモリ類の死骸探索調査については、すべて生物分

類技能検定 1級（両性・爬虫・哺乳類分野）等の有資

格者が実施すること。仮に、定期点検者が「点検のつ

いで」に調査を行うのであれば、「コウモリの死骸消

失率」、「定期点検者と生物調査員、それぞれのコウモ

リ類の死骸発見率」を調べた上で、「適切な調査頻度

を客観的に示す」こと。 

事後調査となる死骸探索調査については、最新の

科学的知見や有識者の助言を参考にしながら、実施

体制について検討いたします。 

8 ・意見は要約しないこと 

意見書の内容は、貴社側の判断で要約しないこと。

要約することで貴社の作為が入る恐れがある。 

事業者見解には、意見書を全文公開すること。 

 

意見書の内容については、要約せず、全文公開い

たします。 

9 ・一般等意見者の個人情報について 

準備書に、一般等意見者の個人情報（住所）を「わ

ざわざ」記載した根拠を述べよ。事業者の HPには、

『本用紙の情報は、個人情報保護の観点から適切に

取扱います』と記載してあるが、準備書への個人情

報の開示に関し、意見者の了承を得ていないよう

だ。仮に意見者の了承を得ていないのであれば、事

業者（インベナジー・ジャパン合同会社）及び委託

先（日本気象協会）の行為は個人情報保護の観点か

ら「適切とはいえず」、さらに「HP に虚偽の記載

をした疑い」がある。 

 

環境影響評価の手続きにおいて、広く意見を募集

し、皆様方からいただいたご意見はすべて、掲載い

たしました。なお、意見をいただいた住民の皆様の

住所の県市町村まで記載いたしましたが、氏名につ

いてはアルファベット表記とし伏せることで、個人

情報が特定されるものとは考えておりません。 

 

４．その他 

茨城県水戸市 D 氏 

No. 意見の概要 当社の見解 

1 詳細な検討に敬意を表します。 

強いて言えば、地球温暖化防止に対する貢献度を

簡単に表現してあれば尚よかったと思います。 

例えば樹木切り倒しによる CO2吸収量の減少と設

備の精算から稼働に至る CO2発生量の収支がわかり

やすく表現したものがあればより賛同しやすくなり

ます。 

ご意見ありがとうございます。 

環境影響評価書の作成に当たっては、地球温暖化

防止に対する貢献度を記載するよう努めます。 



 

 

 

日刊新聞に掲載した公告 

 

・茨城新聞 

・福島民報 

・福島民友 

 

[別紙 1] 



 

 

 

 

自治体広報誌への掲載 

 

「広報きたいばらき」7月号掲載 

 

 

[別紙 2－1] [別紙 2－2] 



 

 

 

「市報たかはぎ」7月号掲載 

 

 



 

 

 

 

「ひたちおおたお知らせ版」7月 10日号掲載 

 

 

[別紙 2－3] 



 

 

 

 

「広報はなわ」7月号掲載 

 

 

 

[別紙 2－4] 



 

 

 

「広報やまつり」7月号掲載 

 

 

  

[別紙 2－5] 



 

 

 

 

「広報さめがわ」7月号掲載 

 

 

[別紙 2－6] 



 

 

 

茨城県ホームページ掲載内容 

 

○平成 30 年 7 月 18 日（水）より、「環境政策課 環境影響評価手続中の案件について」に掲載 

 

  

[別紙 3－1] 



 

 

 

福島県ホームページ掲載内容 

 

○平成 30 年 7 月 18 日（水）より、「環境共生課 環境影響評価実施案件」に掲載 

 

  

[別紙 3－2] 



 

 

 

いわき市ホームページ掲載内容 

 

○平成 30 年 7 月 18 日（水）より、「環境企画課 環境保全対策・お知らせ」に掲載 

 

  

[別紙 3－3] 



 

 

 

当社ホームページ掲載内容 

 

○平成 30 年 7 月 18 日（水）より、当社ホームページに掲載 

 

  

[別紙 3－4（1）] 



 

 

 

 

  

[別紙 3－4（2）] 



 

 

 

お 知 ら せ 
 

（仮称）茨城風力発電事業環境影響評価準備書を次のとおり備え付けております

ので、ご覧ください。なお、準備書は、２分冊となっています。 

 

１．縦覧期間 

平成３０年７月１８日（水）から平成３０年８月２０日（月）まで 

（土、日、祝祭日及び閉庁日を除く。） 

 

２．縦覧時間 

午前９時３０分から午後５時まで 

 

３．閲覧用紙の記入 

環境影響評価準備書をご覧になられた方は、恐れ入りますがご意見の有無にか

かわらず、備え付けの用紙に住所・氏名をご記入の上、ご投函ください。 

 

４．意見書の送付 

「（仮称）茨城風力発電事業 環境影響評価準備書」について、環境の保全の見

地からご意見をお持ちの方は、備え付けの用紙のご意見欄に意見の理由を含めて

ご記入の上、意見書箱にご投函頂くか、下記宛先までご郵送ください。 

 

○受付期間：平成３０年７月１８日（水）から平成３０年９月３日（月）まで 

     （郵送の場合は９月３日消印有効） 

 

 ○郵送の場合 

  宛先：〒１０２－００８４ 東京都千代田区二番町５番地５ 

               番町フィフスビル ５階 

インベナジー・ジャパン合同会社 上原 宛 

 

○記載事項 

①氏名及び住所（法人その他の団体にあっては、その名称、代表者の氏名及び

主たる事務所の所在地） 

②意見書の提出の対象である準備書の名称 

③準備書について、環境の保全の見地からの意見（日本語により意見の理由を

含めて記載してください） 

  

※準備書は、インベナジー・ジャパン合同会社のホームページでも公表しています。 

 

５．お問い合せ先 

インベナジー・ジャパン合同会社 

担当者名：上原 

電話番号：０３－６２６１－４４５６ 

（土・日・祝祭日を除く、午前９時３０分から午後５時まで） 

以 上 



 

 

 

「（仮称）茨城風力発電事業 環境影響評価準備書」 

 

閲覧用紙 

 

 

ご住所                

 

 

ご氏名                 

 

 

環境の保全の見地からのご意見をお持ちの場合は、ご記入願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

注：1．本用紙の情報は、個人情報保護の観点から適切に取扱います。 

  2．この用紙に書ききれない場合は、裏面又は同じ大きさ（A4 サイズ）の用紙をお使い下さい。 

 


